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カメルーン・マヌーン湖のガス抜き開始

Degssing of Lake Monoun (Cameroon) launched
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マヌーン湖はカメルーン火山列にある４０の火口湖の一つで、1984 年 8月に小規模ながら 1986 年ニオス湖ガス

災害と状況の酷似した湖水爆発（死者 37 名）が発生していた。マヌーン湖事件はニオス湖災害の陰に隠れて“知

名度”は低いが、湖水爆発の type-locality である。湖の溶存ＣＯ２濃度は浅層でも非常に高く、湖水爆発の再発

が危惧されている。またマヌーン湖周辺は農業の中心地で人口密度が高く、ガス災害に対する対策が急がれている。

マヌーン湖の水質等については 1986 年以降、散発的に計測が行われてきたが、詳細なデータが公表されること

が少なかった。われわれによる最新の（2001 年 12 月および 2003 年 1 月）マヌーン湖水質調査によると、マヌー

ン湖の水温は水深 25ｍで最も低く、それ以深では 55ｍまで単調に増加する。水深 25ｍ、55ｍ、および 94ｍに明瞭

な化学躍層がある。水温、電気伝導度、pH、および CO2 濃度は 55－94ｍの間でほぼ一定であり極めてよく混合さ

れている。94m から最深部 100m まではいずれも鋭く増加し、湖底に温度、塩濃度、CO2 濃度の高い水の供給源があ

ると思われる。水深 55m での CO2 濃度は飽和濃度の 87％に達している。このことはマヌーン湖における湖水爆発

再発の高い可能性を示唆しており、ガスの早期除去が望まれてきた根拠である。最近、幸いにも防災対策に必要な

資金が USAID-OFDA およびカメルーン政府等から提供され、２００１年にニオス湖に設置されたとほぼ同じガス抜

き設備が２００３年１－2月にマヌーン湖にも設置され、安全化対策の第一歩が踏み出された。今後は水質観測を

継続してガス抜きに伴う湖の安定性とガス抜きの程度を監視する必要がある。本講演ではマヌーン湖の現況とニオ

ス湖の状況についても報告する。


